
感動をありがとう！バスケ部 
六月二十日の古川高校の体育館にてバスケ部の試合が行われました。 

コロナでほとんどの試合がなくなり試合がないまま引退を迎えた部活もありましたが最後

の試合を無事に終えることができました。コロナの影響により、練習も十分にできなかっ

たかもしれないですが、私たち観客に最高の感動を与えてくれました。 

 

男子バスケ部部長 

千葉 風斗さん 

感想 

終わってみて悔いは残っています。後輩たちに勝

利を届けたかったし、笑顔で終わりたかったです。

ですが最後にバスケの試合ができてとても心から

幸せな気持ちに満ち溢れていました。両親、後輩、

同級生と一丸となってバスケをできたことに皆さ

んにはとても感謝しています。 

 

三年間振り返って 

思い出がたくさんありすぎて言葉で

は表せないくらい最高の三年間でし

た。本当に幸せな三年間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

後輩に向けて 

今まで私たちが作り上げたチーム以上のチームを作り上げバスケを心から楽しみ、県上位

のチームを目指してください。 

 

 



女子バスケ部部長 

石川 琉衣さん 

感想 

得点差がだんだんと離れていたけど，最後にみんなで

頑張って接戦まで持っていき延長戦では勝利するこ

とができてよかったです。 

三年間振り返って 

一年生で入部した時はあまり試合に出ることはでき

なかったけれど二年生になって試合に貢献し三年生

では部長になり，チームをまとめて今は全員で仲良く

定期戦に代わるこの試合で勝利できたのですごくい

い思い出になりました。 

後輩に向けて 

一年生が沢山入ったので人数が多くなり，スタメンの

競争率は高くなるかもしれないけどスタメンを狙っ

て，全員で強いチームになってほしいです。 

 

 

結果 

男子 ５１対５８ 惜敗 
女子 ５９対５７ 勝利 

 

バスケ部の皆さん本当にお疲れさまでした 

感動をありがとう 
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